
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



えびな小さな芸術鑑賞会 ～東海道五十三次～ 
 

歌川広重の「東海道五十三次」という著名な作品をテーマとすることで、多くの

方が親しみを持ってご来場くださり、その人気ぶりがうかがえました。展示会場入

口には拡大印刷した作品を配し、フォトスポットを設けたほか、場内には茶屋を再

現し、最終日にはお茶やお菓子を配布するなど、作品鑑賞以外でもご来場者様に

楽しんでいただける空間を創出し、にぎやかな鑑賞会となりました。 

  また、最終日には午前と午後に１回ずつ美術文化インストラクターによる解説を実

施し、作品中に登場する人物や天候、時間帯、隠された文字の意味などの説明を

受けることで、ご来場者様の一歩踏み込んだ作品理解に寄与できたものと思いま

す。 

開催期間中には新聞社やテレビ局が取材に来られ、海老名市文化芸術協会と今

回の事業である「えびな小さな芸術鑑賞会」の認知度向上につながる４日間となり

ました。 

 

１ 期 間 

  令和６年２月７日（水）正午から 11日（日）までの５日間 

 

２ 内 容 

（１）歌川広重「東海道五十三次」浮世絵木版画（復刻版）全 55作品の展示 

（２）美術文化インストラクターによる解説 

 

３ 来場者数 

（１）展示 912人（５日間合計） 

（２）解説 130人（２回合計） 

 

４ 協 力 

岡田茂吉美術文化財団神奈川支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


